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電 気 事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書

ダイヤモントパワー株式会社
代表取締役社長 両 角 慶 久

当する事業者
「
▼

は、工場奪からの余剰電力を購入し、オフィスビル、大規模店齢、ホテル、
導の電力自由化対象(特定規模需要家)のお客様へ、電力の小売を実施する
を行つています。

地 球 温 暖 化 対
の 基 本 方

・天然ガス 都 市ガス利用の拡大をはかります。
負荷率の向上に努め熱効率を向上せしめ、結果として燃料使用量即ちC02削減に
努力します。

・自治体の一般廃案物発電からの電力lB入に努力いたします。
バイオマス発電からの電力購入にも力を入れます。

球 温 暖 化 対

寺定規模電気事業等における推進体制
弊社では、電力開発グループにて温豊効果ガス抑制にかかわる目標 措 置を担当
してゆきます。してゆきます。
関連会社での発電効率向上、C02排出室の把握、バィオマス発電からの電力陣入
の計画等、対策に努めます。

室 効 果 ガ ス

気の供給 に伴 う
室 効 果 ガ ス
出 の 量 の 削

を 図 る た め
措 置 及 び 目

都市ガス 天 然ガスを燃料とする電力供給よの拡大に努めます。
・重油系燃料ベースの電力雌入を減少させるよう努めます。

畳名ぞ就磐見2格梁騒食た響F品蜘
きます。

・平成1?年度実績は上記に努めた結果であり、そのH」滅に努めてゆくべく、
平成18年度の自標値を設定し、以降は当該値の維持 削 減を目標として
います。

然エネルギー

綸の量の割合
大 を図るため
置 及 び 目

・自社等発電所における再生可能エネルギーによる2/6電の計画は、現状、
ありません。

・再生可能エネルギーによる発電については、その手法も含め、導入の
検討を継続してゆきます。

・他社のパイオマス発電による電力の船入に努めてゆきます。

義務曇として、ほ定しており、当該数量を目標値としています。
環境価値のみの離入を目標といたします。

自治体清掃工場における廃築物発電、工場廃熱利用での発電などからの電力を鵬入出来る

努めてゆきます。

を図り、結果として、実質的な無効率の向上につなげることにより、二酸化

省エネ意議の向上、効果の推擢等々、温暖化対策のrlきかけの一D/Jとすべく 需 要家から
ON D8MANDにて、当該需要家の消費電力量データを入手できるシステムの構築をして
おります。2006年度秋からの利用を目指します。

社有草を持たない運用を今後も継続してゆきます。
本社オフィスでの節電に努めます。
関連会社における、放出物の肖J減、防止につとめさせ、温暖化ガスの大気への漏洩を
なくす検努めます。


